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２．主要果樹の樹園地評価支援ツールの開発

［要約］

主要果樹の樹園地評価支援ツールを開発した。ツールは、樹園地の属性入

力、園地状態の入力、貸借条件の設定並びに評価結果の表示・印刷の４場面

で構成され、質問に対して該当欄をクリックするだけの対話形式なので、操

作が容易である。
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［背景・ねらい］

貸借に伴う樹園地の客観的な評価は難しく、このことが樹園地の流動化を難しく

している要因の一つになっている。そこで、市販の表計算ソフト（Excel）を利用

し、容易に樹園地評価ができる支援ツールを開発する。

［成果の内容・特徴］

１．評価できる樹園地は、モモ園、露地ブドウ園及びナシ園の３種類であり、点数

だけによる評価表示と小作料の目安となる料金併用表示の２通りを可能とした。

また、本ツールは、①評価を行おうとする樹園地の属性入力、②評価項目(共通

13項目、作目別４項目)ごとの樹園地状態の入力、③料金併用表示の場合に利用

する貸借条件の設定・入力並びに④評価結果の表示・印刷・一覧表への登録の４

場面の構成とした(図１)。

２．操作は、樹園地の属性である所在地、所有者、面積並びに料金併用表示の場合

に限り金額のみキーボードから入力する必要があるが、他はすべて質問に対して

該当欄をクリックするだけで済むようにした(図２)。

． 、 。３ 評価結果は 17の評価項目ごとの点数と総合評価としての合計点が表示できる

また、料金併用表示の場合は、10ａ当たり及び当該園の面積当たりの小作料目安

金額が表示でき、希望によって一覧表への登録も可能とした(図３)。

以上の方法によって本支援ツールを利用すれば、容易にかつ短時間に樹園地一筆

ごとの評価が可能になる。

［成果の活用面・留意点］

１．本支援ツールを利用すれば、実際の樹園地貸借の場面では貸借双方の主観が排

除されるために合意形成がとりやすくなることから、農業委員会等での貸借斡旋

の道具として利用できる。




